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掃き出し法

☆ 任意の行列を階段行列に行基本変形を用いて変形したい

基本となる操作: 掃き出し
0

B

@

2 4 6 8
3 7 9 15
5 11 14 19

1

C

A

` 52

` 32 !
0

B

@

2 4 6 8
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階数

行列 A 行に関して基本変形して階段行列にしたとき,
0 でない行ベクトルの数 : A の階数 (rank)
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注 ・rank 0 の行列は零行列だけ.
・行列 A の階数 rankA は基本変形の仕方によらない.
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